
3

01 社会的背景と水利の変遷

1 技術の向上と水利
○稲作伝来と湖辺の水田

◆近江の地への稲作伝来

稲作は、紀元前2、3世紀ごろに、
大陸から初めて日本にもたらされま
した。その後、1世紀とかからずに全
国に波及したと考えられています。

稲作導入当時は、森林に覆われた
未開の地が多く、水田に適した土地
は限られていました。近江の人々
は、木製の鋤

すき

や鍬
くわ

を用いて、地下水
位が高い湖辺や河川近くの低湿地を
切り拓き、耕作していました。当時
は鉄製農具が手に入りにくかったた
め、少し掘れば湧水が得られて、水
路を引く必要がない場所を選んでい
たようです。

近江国における弥生時代の姿は、
大中の湖南遺跡、服部遺跡、下之郷
遺跡などの発掘により、明らかに
なっています。

　大中の湖南遺跡

大中の湖南遺跡は、弥生時代中
期初頭の姿をとどめる遺跡です。
1964年、大中の湖の干拓工事のた
め、水位が下がった湖底から発見さ
れました。住居地域と水田地域に分
かれて発見され、その間には、長さ
600m、幅7m、深さ50cmの環濠が
ありました。

環濠は、丸杭と矢板（高さ50cm、
幅10cm）で護岸処理され、水田の
用排水路と集落からの排水路を兼ね
ていたようです。水田の一区画は、
約6300m2の広さを持っていたと推
定されており、田と田の間も杭と矢
板で区切られていました。これらの
水田は、居住区2～3棟ごとにまと
まって構成され、全体で4～6のまと
まりによってむらを形成していたと
考えられています。

この水田地域は、稲作に適した土
と水の状態を、排水を確保すること
で実現するしくみとなっており、水
利のための施設を人工的に造る必要

はありませんでした。遺跡からは、
初・中期の弥生土器、木製の平

ひらぐわ

鍬、
馬
ま ぐ わ

鍬、鋤、石包丁などの農耕具が見
つかっています。また、貝塚などの
発掘により、この地の人々は、稲作
農業だけではなく、前面の内湖や琵
琶湖で魚介類を捕り、背後の原野で
獣の捕獲も行っていたことが分かっ
ています。

現在、大中の湖南遺跡は史跡公園
となっており、弥生時代の住居が再
現されています。

▲矢板での護岸処理［『12 歳から学ぶ滋賀県の 　　
　歴史』より転載］

▲大中の湖南遺跡（近江八幡市）［提供：滋賀県］
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服部遺跡

服部遺跡は約2万m2近くの広さを
もつ、弥生時代前期の水田跡で、
1974年、野洲川放水路の工事現場
で見つかりました。服部遺跡の水田
は、大中の湖南遺跡と異なり、一区
画が10～200m2ほどの小面積であ
るという特徴があります。水田区画
は、耕作土の黒色粘土を盛り上げて
作った畦で区切られていました。畦
を造る土を掘ったところは用排水路
として利用していたようです。

服部遺跡は、現在は新しい野洲川
の流路となっており、残念ながら、
直接見ることはできません。

下之郷遺跡

下之郷遺跡は、1980年に水田を
住宅に変える宅地開発の工事現場か
ら見つかりました。この遺跡は、幅
8m、深さ1.5～2mほどの大きな3条
の溝に囲まれた多重環濠集落跡であ
り、東西約330m、南北280m、面積
約7万m2という規模でした。

集落が環濠に囲まれていた理由の
一つは、外部との「戦いから自分た
ちの集落を守る防御施設であった

（※ 1）」ため、と考えられています。
環濠からは、石剣や銅剣、弓や木製
の盾などが見つかっており、かつて
は戦いの場となったことがうかがえ
ます。

もう一つの理由として、洪水対策
の意味があったようです。下之郷遺

跡は野洲川の左岸に位置しており、
古くから洪水が多発していました。
環濠集落のルーツは、中国にあった
と考えられており、「湖南省にある
環濠集落遺跡の場合、毎年夏に入
る前の雨季に長江（揚子江）が氾
濫して洪水が起こるため、洪水対
策と集落の湿気抜きの意味があった

（※ 2）」といわれています。

また、環濠の中では、つくりかけ
の木の道具が多数見つかっており、

「石器で木を加工する前に、水に漬
けておくと加工しやすいので、木器
の「水漬け場」としても用いられて
いたようです。（※ 3）」

下之郷遺跡は現在史跡公園となっ
ており、環濠の復元や出土品を見る
ことができます。

▲服部遺跡水田跡［『守山市誌』より転載］

▲服部遺跡全景［『守山市誌』より転載］

▲服部遺跡水田跡［『守山市誌』より転載］

▲下之郷遺跡発掘調査風景［『守山市誌』より転載］

（参考）
農林水産省近畿農政局淀川水系農業水利　　　

調査事務所編（1983）『淀川農業水利
史』 p.64-65,81-85, 農業土木学会

農業土木歴史研究会編著（1988）『大地　
への刻印』 p.24-25, 64-66, 公共事業通　
信社

木村至宏編（1987）『図説滋賀県の歴史』　
p.57-64, 河出書房新社

滋賀大学教育学部附属環境教育湖沼実習　
センター編 （1999）『びわ湖から学ぶ―
人々のくらしと環境』 p.88-93, 大学教
育出版

守山市誌編さん委員会編（2001）『守山　
　市誌 地理編』 p.164-171, 守山市
滋賀県中学校教育研究会社会科部会編　

（2005）『12 歳から学ぶ滋賀県の歴史』　
p.18-19, 木村至宏監修 , サンライズ出版

※引用 1,2,3『12 歳から学ぶ滋賀県の歴史』 
　p.19
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▲桜生史跡公園 大岩山古墳群（野洲市）［提供：滋賀県］

◆鉄器が可能にした水田開発

3世紀から4世紀にかけて、近畿
地方には多くの古墳が出現しまし
たが、同時期には耕地の開発も盛
んに行われていました。

3世紀以前の弥生時代に、水を得
やすい低湿地に水田が拓かれまし
たが、さらに多くの水田を開発す
るためには、少し高い所にある乾地
を開発する必要がありました。その
ためには、川を堰き止め、大きな用
水路を引く工事が必要になります。

古墳時代は、そのような工事を
可能にする鉄器の農具、工具類が
広く普及した時代でもありました。

「人間が自然の水をそのまま利用す
るのではなく、人工的に制御して
利用する人工灌漑の時代を迎える
ようになって、ようやく本格的な農
業水利が（※ 1）」始まったのです。
※引用1 『淀川農業水利史』 p.86

葦
あ し

浦
う ら

屯倉（湧水）

4 世紀から 5 世紀前半にかけて、
大和朝廷は自らの直轄田を増やす
べく、主に畿内（大阪の大和・河
内・和泉）で池溝を掘り、水田の

開墾を進めました。朝廷が開拓した
直轄地は、「屯田（みた）」「屯倉（み
やけ）」と呼ばれ、県内には近江国
葦浦屯倉が野洲郡三宅村（現野洲市 
市三宅付近）にあったといわれて
います。

野洲川に近いこの地には湧水域
があり、湧水によって水田のかん
がいが行われていたようです。ま
た、古事記によると、この地には
「近

ちかつおうみやすくにのみやつこ

淡海安国造」の存在が記されて
おり、これは近傍にある大岩山古墳
群の被葬者に該当すると考えられて
います。安国造は、この地の湧水域
を生産基盤としながら、本拠として
いたことが考えられます。

犬上川左岸の開発（河川）

湖東平野の犬上川の左岸にある一
ノ堰と、そこからの水が広く行き
渡っている長距離水路の開発は、
古墳時代に遡ることができます。　

犬上川周辺は、扇状地にあるた
め、水利条件が悪く、農耕には不
利な条件であったため、弥生時代
に耕地の開発は行われませんでし
た。しかし、古墳時代に入って、

「井堰」と「長距離用水路」の開発
が可能となり、社会集団の成熟ととも
に水田開発が進んだのです。

犬上川右岸の開発（ため池）

先に設けられた一ノ堰の権力が
強大だったため、犬上川の右岸側
には、後から取水堰を設けること
はほぼ不可能だったと考えられて
います。

そこで、犬上川の右岸側では、奈
良時代になってから、奈良東大寺
の資本力と組織力を用いて、「た
め池」（水

み ぬ ま い け

沼池、現大門池）を設
置して耕地開発が行われました。
古墳時代以降には、このように、
「井堰」や「ため池」という新し
い技術を用いることで、水田が拓
かれていきました。

（参考）
木村至宏編（1987） 『図説滋賀県の歴史』 
　p.75-76, 河出書房新社
農林水産省近畿農政局淀川水系農業水利

調査事務所編（1983）『淀川農業水利史』 
p.85-90, 農業土木学会

農業土木歴史研究会編著（1988）『大地
への刻印』p.40-41, 公共事業通信社

渡辺誠編（1992）『湖の国の歴史を読む』 
　p.66-73, 新人物往来社
佐野静代（2008）『中近世の村落と水辺

の環境史』 p.66-71, 吉川弘文館

○鉄器の普及と、湧水、ため池、河川かんがいの広がり


